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SteelEye Protection Suite for Linux リリースノート

バージョン 8.1.2
重要 !!

本製品をインストールまたは使用する前に、必ずこのドキュメントをお読みください。

このドキュメントには、インストール時とその前後に留意すべき重要な項目に関する情報が記載されています。

はじめに

このリリースノートの対象読者は、SteelEye Protection Suite (SPS) for Linux製品のインストール、設定、管理

を行うユーザです。このドキュメントには、LifeKeeperおよびDataKeeperの正式マニュアルには詳細に記述され

ていない重要な情報、たとえば、製品の最終テスト時に明らかになったパッケージのバージョン、指示や手順に

関する最終段階での変更点、トラブルシューティングセクションへのリンク、製品の制限、トラブル解決のヒントな

どが記載されています。SPSソフトウェアをインストールして設定する前に、必ずこのドキュメントの内容を確認し

てください。

SPSの製品説明

LifeKeeper for Linux
LifeKeeper製品には、Linux上で動作するファイルシステム、ネットワークアドレス、アプリケーション、プロセスの

高可用性を実現する障害検出リカバリソフトウェアが含まれます。LifeKeeperは複数のサーバにまたがった特定

のアプリケーションの構成と切り替えをサポートしています。アプリケーションが構成されたサーバには優先順位が

割り当てられ、障害が複数発生した場合、この優先順位によってサーバからサーバへアプリケーションを移動す

る順序が決定されます。

LifeKeeper for Linuxは各種システムリソースをスイッチオーバ機能によって保護します。次の種類のリソースの自

動リカバリが可能です。

l プロセスとアプリケーション

l 共有ストレージデバイス

l Network Attached Storageデバイス

l ファイルシステム (ext3、ext4、reiserfs、vxfs、xfs、nfs)注記 : btrfsは、現在 SteelEye Protection
Suite for Linuxでサポートされていません。

l 通信リソース( TCP/IP)

l データベースアプリケーション (Oracle, MySQL、PostgreSQL、EnterpriseDB Postgres Plus Advanced
Server、EnterpriseDB Postgres Plus Standard Server、Sybase)

l Webサーバリソース (Apache、Apache SSL)

l Sambaリソース (ファイル)
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DataKeeper for Linux

l DataKeeper for Linux

l HP StorageWorks CLX

l SAPアプリケーション環境リソース

l Software RAID (md)リソース

l WebSphereMQリソース

LifeKeeper for Linuxは、下記のリソースタイプに対するディザスタリカバリプロテクションを提供します。

l 共有ディスクを使用した Linux Multi-Site Cluster構成

DataKeeper for Linux
SteelEye DataKeeper製品：

l ボリュームベースの同期および非同期のデータレプリケーションを提供します。

l 管理および監視のために LifeKeeper Graphical User Interfaceに統合します。

l システムリカバリ時にソースサーバとターゲットサーバの間でデータを自動的に再同期化します。

l 基礎システムコンポーネントの状態を監視し、障害時にローカルリカバリを実行します。

l 手動によるリソースの切り替えおよびミラーボリュームのフェイルオーバが可能です。

l 新機能に対応できるよう、ライセンスキーを使用して簡単にアップグレードでき、高可用のクラスタリングと

自動フェイルオーバおよびリカバリを提供できます。

SPS コンポーネント

SPS コア

SPS for Linuxがバンドルされ、32bitおよび64bitシステム( x86、AMD64、EM64Tシステム)で稼動しています。

重要 :今後のリリースでは、32ビットプラットフォームのサポートは廃止されます。

SPS Core Package Clusterには次のインストール可能なパッケージが含まれます。

パッケージ パッケージ名 説明

LifeKeeper
Core

steeleye-lk-8.1.2-
5795.i386.rpm

LifeKeeperパッケージは、メモリ、CPU 、OS 、SCSIディ

スクサブシステム、ファイルシステムなどの中核システムコン

ポーネントに関連した障害リカバリソフトウェアです。

DataKeeper
Core

steeleye-lkDR-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

DataKeeperパッケージはデータレプリケーション(インテン

トログを使用する同期または非同期のミラー)を提供し

ます。
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

パッケージ パッケージ名 説明

LifeKeeper
GUI

steeleye-lkGUI-
8.1.2-
5795.i386.rpm

LifeKeeper GUIパッケージは、LifeKeeperおよび

Datakeeperの管理および健全性監視用のグラフィカル

ユーザインターフェースです。

SPS IP
Recovery Kit

steeleye-lkIP-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS IP Recovery Kitには、 IP アドレスの自動切り替え

用のリカバリソフトウェアが備わっています。

SPS Raw I/O
Recovery Kit

steeleye-lkRAW-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS Raw I/O Recovery Kitは、raw I/Oを使用してカー

ネルのバッファリングを迂回するアプリケーションをサポート

します。

SPS CCISS
Recovery Kit

steeleye-
lkCCISS-8.1.2-
5795.i386.rpm

CCISS Recovery Kit( steeleye-lkCCISS) DataKeeper
を使用したHewlett-Packard( Compaq) CCISS デバイ

スに対するサポートを提供するオプションパッケージ。(この
パッケージはSPS Installation Image Fileにあり、HP ス

トレージデバイス( CCISS)をDataKeeperと一緒に使用

する場合にのみインストールします。)
LifeKeeper
Man Page

steeleye-lkMAN-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

LifeKeeperマニュアルページパッケージには、SPS 製品

のリファレンスマニュアルのページが含まれています。

注記 : LifeKeeper 7.5以降には、steeleye-lkHLP rpmパッケージは含まれていません。steeleye-lkHLPが含む

オンラインヘルプは LifKeeper GUIから起動することが可能です。オンラインヘルプは SIOSテクニカルドキュメン

テーション( http://docs.us.sios.com)から参照可能です。このドキュメンテーションは LifeKeeper GUIのヘルプメ

ニューから起動することができます。

SPSのオプションリカバリソフトウェア

次のオプションソフトウェアは、記載してあるバージョンのアプリケーション用のリソース定義およびリカバリソフトウェ

アを提供します。

パッケージ パッケージ名 説明

SPS Apache
Web Server
Recovery Kit

steeleye-lkAPA-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS for Linux Apache Web Server Recovery Kitを
使用することにより、SPS 環境で Apache Web
Serverソフトウェアの障害回復が可能になります。

SPS SAP
Recovery Kit

steeleye-lkSAP-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS for Linux SAP Recovery Kitは、SPS 環境で障

害の発生したプライマリサーバからバックアップサーバに

SAP NetWeaverを復旧する仕組みを提供します。ま

た、他のSPS Recovery Kits と連携して包括的なフェ

イルオーバ保護を提供します。
SPS SAP MaxDB
Recovery Kit

steeleye-lkSAPDB-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SAP MaxDB Recovery Kitを使用することにより、SPS for Linux
環境で SAP MaxDBデータベースの障害回復保護が可能になり

ます。
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

パッケージ パッケージ名 説明

SPS DB2
Recovery Kit

steeleye-lkDB2-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS for Linux DB2 Recovery Kitを使用することによ

り、DB2データベースインスタンスの障害回復保護が

可能になります。SPS は、DB2 Universal Database
製品ファミリと連携し、わずかなダウンタイムで人手を介

さずにデータベースサーバの障害を効果的に復旧する

ことにより、DB2の運用環境に高可用性をもたらしま

す。

SPS Oracle
Recovery Kit

steeleye-lkORA-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS for Linux Oracle Recovery Kitソフトウェアを使

用することにより、Oracleデータベースのデータ整合性と

SPS によって実現される可用性の向上を結び付ける

仕組みが提供され、SPS 環境のOracle ソフトウェア

の障害回復が可能になります。

SPS MySQL
Recovery Kit

steeleye-lkSQL-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS for Linux MySQL Recovery Kitを使用する

と、SPS の障害 -回復保護機能をMySQL リソースに

簡単に追加できます。これにより、プライマリデータベー

スサーバで障害が発生しても、人手の介入なしに迅

速に指定のバックアップサーバで復旧することが可能に

なります。

SPS PostgreSQL
Recovery Kit

steeleye-
lkPGSQL-8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS for Linux PostgreSQL Recovery Kitは、SQLに

準拠した、POSTGRES をベースとするオブジェクトリ

レーショナルデータベース管理システム (ORDBMS)で
す。SPS 内で PostgreSQL インスタンスを保護する仕

組みを提供します。
SPS Sybase ASE
Recovery Kit

steeleye-
lkSYBASE-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS for Linux Sybase ASE Recovery Kit
は、Sybase ASE コンポーネントのAdaptive
Server、Monitor Server、Backup Serverに対

し、SPS によるリソース保護を提供するものです。

SPS Postfix
Recovery Kit

steeleye-
lkPOSTFIX-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS for Linux SAP Recovery Kitは、SPS 環境で障

害の発生したプライマリサーバからバックアップサーバに

Postfixを復旧する仕組みを提供します。

SPS Samba
Recovery Kit

steeleye-lkSMB-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS for Linux Samba Recovery Kitは、異種ネット

ワーク内のLinuxサーバ上のSambaによるファイルと印

刷の共有に対して障害回復保護機能を提供しま

す。これにより、プライマリSambaサーバで障害が発生

しても、人手の介入なしに迅速に指定のバックアップ

サーバで復旧することが可能です。
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

パッケージ パッケージ名 説明

SPS NFS Server
Recovery Kit

steeleye-lkNFS-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS for Linux NFS Server Recovery Kitは、SPS 環

境のNetwork File System (NFS)ソフトウェアに対して

障害回復保護機能を提供します。これにより、プライ

マリNFS サーバで障害が発生しても、人手の介入な

しに迅速に指定のバックアップサーバで復旧することが

可能です。

SPS Network
Attached Storage
Recovery Kit

steeleye-lkNAS-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS for Linux Network Attached Storage Recovery
Kitは、SPS 環境のNetwork File System (NFS)ソフ

トウェアに対して障害回復保護機能を提供しま

す。SPS のユーザは、エクスポートされたNFS ファイル

システムを SPS 階層のストレージ基盤として使用でき

ます。

SPS Logical
Volume Manager
(LVM) Recovery
Kit

steeleye-lkLVM-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS for Linux Logical Volume Manager (LVM)
Recovery Kitは、他のSPS Recovery Kitに対して論

理ボリュームのサポートを提供します。SPS で保護され

たアプリケーションは、ストレージ管理の簡素化、要件

変更に応じた動的なボリュームのサイズ変更な

ど、Logical Volume Managerが提供するメリットを活

用できます。

SPS Software
RAID (md)
Recovery Kit

steeleye-lkMD-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS for Linux Software RAID (md) Recovery Kitは、

他のSPS Recovery Kitに対してソフトウェアRAID の

サポートを提供します。SPS で保護されたアプリケーシ

ョンは、低コストでのデータ冗長化、SAN 経由でのデー

タレプリケーション、ストレージ管理の簡素化など、ソフ

トウェアRAID が提供するメリットを活用できます。
SPS PowerPath
Recovery Kit

steeleye-lkPPATH-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS PowerPath Recovery Kitは、EMC PowerPathマルチパス

I/Oデバイスを使用するアプリケーションを保護します。

SPS Device
Mapper Multipath
(DMMP)
Recovery Kit

steeleye-
lkDMMP-8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS Device Mapper Multipath (DMMP Recovery
Kit)は、DMMP デバイスを使用するアプリケーションおよ

びファイルシステムを保護します。SPS はそれらのアプリ

ケーションおよびファイルシステムと連携し、保護を提供

できるようになります。
Hitachi Dynamic Link
Manager Software
(HDLM) Recovery Kit

steeleye-lkHDLM-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

Hitachi Dynamic Link Manager Software (HDLM) Recovery Kit
は、Hitachi Dynamic Link Manager Softwareデバイスを使用する

アプリケーションを保護します。

SPS NEC iStorage
StoragePathSavior
(NECSPS) Recovery
Kit

steeleye-lkSPS-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS NEC iStorage StoragePathSavior (NECSPS) Recovery Kit
は、NEC iStorage StoragePathSavior v3.3以降のマルチパス I/O
デバイスを使用するアプリケーションを保護します。
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SteelEye Protection Suite for Linux Version 8の新機能

パッケージ パッケージ名 説明

SteelEye
DataKeeper

steeleye-lkDR-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SteelEye DataKeeper for Linuxは、SPS環境に統合データミラー

リング機能を提供します。共有および非共有のストレージ環境で

のSPS リソースの運用が可能になります。

SPS WebSphere
MQ Recovery Kit

steeleye-lkMQS-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS for Linux WebSphere MQ Recovery Kit
は、WebSphere MQキューマネージャおよびキューマ

ネージャストレージサイトに対して障害回復保護機能

を提供します。これにより、プライマリWebSphere MQ
サーバやキューマネージャで障害が発生しても、人手の

介入なしに迅速にプライマリサーバや指定のバックアップ

サーバで復旧することが可能です。

注記 :このリカバリキットでは、同一サーバ上での複数

バージョンのMQ (例 : MQ Versions 7.0.1 Fix Pack 6 と

7.1)の実行をサポートしません。ただし、MQの単一イ

ンストール内での複数のキューマネージャの保護および

mqs.ini内のDataPathパラメータの使用については

サポートしています。

Quorum/Witness
Package

steeleye-lkQWK-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS Quorum/Witness Packageを使用すると、クラス

タを構成しているサーバを判断する調停役として機能

するため、各ノードは障害ノードのステータスに関して「

セカンドオピニオン」を得ることができます。フェイルオーバ

する時機を決定するとき、witnessサーバは、プライマリ

サーバに障害が発生していて現在はクラスタの一員で

はないことが確認できた場合のみ、バックアップサーバ

上でリソースが in serviceになることを許可します。
SPS Recovery Kit for
XP Cluster Extension

steeleye-lkXPCLX-
8.1.2-
5795.noarch.rpm

SPS Recovery Kit for XP Cluster Extensionは、HP
StorageWorks XP Continuous Access Softwareをサポートしてお

り、XPストレージアレイに接続されたサーバ上で動作するアプリ

ケーションを保護します。

SteelEye Protection Suite for Linux Version 8の新機能

製品 機能

このリリースの新機能
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SteelEye Protection Suite for Linux Version 8の新機能

製品 機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux Version 6 Update 4のサポート。

Community ENTerprise Operating System( CentOS) Version 5
Update 9および Version 6 Update 2のサポート。

Oracle Enterprise Linux Version 5 Update 9のサポート。

Oracle Linux Version 6 Update 3および Version 6 Update 4のサ

ポート。サポート対象はRedHat Compatibility Kernel のみです。

( UEK は現在サポートしていません。)
バグの修正。 .

DataKeeper

mirror_resizeコマンドの追加。このコマンドはリソースの削除と

再作成をせずにDataKeeper ミラーのリサイズを行う機能を提供しま

す。

既存のmirror_action コマンドは source と targetのオプション

引数をサポートします。

バグの修正。 .

PostgreSQL EnterpriseDB Postgres Plus Advanced Server 9.2のサポート。

バグの修正。 .
MySQL MySQL Version 5.6のサポート。

Sybase Sybase ASE Version 15.7のサポート。

NFS バグの修正。 .
Samba バグの修正。 .

バージョン 8.1.1の新機能

LifeKeeper Core

PAM (Pluggable Authentication Module)を使用したGUI認証

ユーザは、システムが使用するのと同じユーザデータベースに対して認

証されるようになりました。権限レベルは、グループメンバシップに基づ

いて割り当てられます。

Red Hat Enterprise Linux Version 6 Update 3のサポート。
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SteelEye Protection Suite for Linux Version 8の新機能

製品 機能

DB2

IBM DB2 Universal Database v10.1、 IBM DB2 Enterprise Server
Edition (ESE) v10.1、 IBM DB2 Workgroup Server Edition (WSE)
v10.1、 IBM DB2 Express Edition v10.1のサポート

ログフォーマットの改善および整理統合。

PostgreSQL PostgreSQL 9.2および EnterpriseDB Postgres Plus Solutions
Pack 9.2のサポート

バージョン 8.1の新機能

LifeKeeper Core

SUSE SLES 11 SP2のサポート。

LifeKeeperの初期化の標準化

SPS Recovery Kitsの対話メニュー形式のインストールおよび自動

インストール.オプションのSPS Recovery Kitを含め、SPS for Linux
ソフトウェアは、単一のイメージファイル (sps.img)に含まれています。

以前は、各リカバリキットは、個別のイメージファイルからインストール

されていました。現在は、Coreのインストール時に、提供されている

リカバリキットの総合的な最新リストが選択可能な状態で表示さ

れ、そのままインストールすることができます。

一般的なメンテナンス

DataKeeper 一般的なメンテナンス

DMMP ログフォーマットの拡張および整理統合。

一般的なメンテナンス

PostgreSQL PostgreSQL 9.1、EnterpriseDB Postgres Plus Solutions Pack
9.1、EnterpriseDB Postgres Plus Advanced Server 9.1のサポート

SteelEye Protection Suite for Linux リリースノート
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バグの修正

製品 機能

WebSphere MQ

/etc/default/LifeKeeperの設定による amqiclenの選

択的な実行。

Queue ManagerによるCommand Serverの選択的な起動。

DataPath変数を使用して保護するファイルシステムパスを判断。

amqiclenの実行を遅延させる設定。

amqiclenにコマンド引数を指定する設定。

Command Serverに対する独立した保護レベル。

バージョン 8の新機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux Version 5 Update 8のサポート。

Red Hat Enterprise Linux Version 6 Update 2のサポート。

Oracle Enterprise Linux Version 5 Update 8のサポート (非UEK
カーネル) 。
Community ENTerprise Operating System( CentOS) Version 6
Update 2のサポート。

サブシステムのログ機能の強化 ( syslog、syslog-ngおよび rsyslog
のログを一元的に記録、イベントごとに一意のメッセージ ID、システ

ム管理ツールによる構文解析を容易にするための一貫したログ記

録フォーマット ) 。
新しい検索可能な メッセージカタログ(必要に応じて、エラーコードの

原因および問題を解決するために必要な処置について詳しい説明

を提供 ) 。
簡単なインストール(単一のイメージファイルを使用 ) 。
一般的なメンテナンス(下記の「バグの修正」を参照 ) 。

Oracle

パフォーマンスおよび拡張性の向上。

作成および拡張アクションのパフォーマンスの向上。

vAppKeeperでのルートファイルシステム上でのOracle階層の作成

機能および listener.oraや oratabのカスタムパスの定義機

能などの拡張機能。

ログフォーマットの改善および整理統合。

一般的なメンテナンス

バグの修正

下記は、最新のバグの修正および拡張機能のリストです。

バグ 説明

1327 DMMP:イニシエータがATP_C をサポートするSAS アレイに正しくレジストできない

3014 非中心的な実装のSAP システム名を判定する方法の変更

3092 Samba: SLES 11 SP2に含まれるバージョンのsambaでは testparm コマンドの引

数が異なる
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システム要件

バグ 説明

3245 fsckの出力をインタラクティブに

3282 DataKeeper: Mirror resumeが "mdadm --stop" の戻り値をチェックしていない

3314 DataKeeper: mdadmのバグが resync完了時のdata_corrupt フラグの消去を

妨げる (mdadm update)

3339 PAM (LDAP support)のアップデート時に lkadmin, lkoper とlkguestグループ

を削除するために /etc/group ファイルをクリーンアップする処理の追加

3353 Hangrecover スクリプトがハングする

3357 PostgreSQL:MaximumMonitoring Hangsの値が大きすぎる

3390 非同期ミラーターゲットにおけるデータ破損

3400 NFS リソースのリカバリーが LifeKeeperログファイルを生成しない

3434 quickCheckがハングしたNFS プロセスをチェックするように拡張

システム要件

SPSの製品要件

SPS for Linuxは「Linux構成表」 に示す最低要件を満たすすべてのLinuxプラットフォームでサポートされま

す。サポート対象のオペレーティングシステム、アプリケーション、仮想化環境については、SPSサポートマトリック

スを参照してください。

注記 : Linuxサーバ上のSPS とSPS forWindowsは、同時には使用できません。

説明 要件

Linuxオペレーテ

ィングシステム

個々のオペレーティングシステム情報については、「Linux構成表」 を参照

してください。

仮想環境

仮想マシン内で起動するゲスト OSがLinux設定表に記載されているサポート対象の

バージョンのうちの1つである限り、SPS for Linuxはハイパーバイザーに依存しないように設

計されています。以下の仮想環境は SteelEye Protection Suite for Linuxが展開されてい

る場合の例です。

l Citrix XenServer v5以降
l KVM
l Oracle Virtual Machine( OVM)
l VMware ESX Server v3.5
l VMware vSphere v4、v4.1、v5、v5.1

設定要件および制限の詳細については、LifeKeeper for Linux in VMware ESX Server
Virtual Machines, Configuration Guidelinesを参照してください。

ファイバーチャンネルSANおよび共有 SCSI クラスタ設定は、KVMおよびCitrix XenServer
仮想マシン上で動作するSPS for Linuxをサポートしません。
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Page 10



オプションのSPS リカバリソフトウェアの要件

説明 要件

メモリ

SPS をサポートするシステムの最小メモリ要件は 512MB です。これはSPS
がサポートする Linuxディストリビューションが必要とする最低限の容量で

す。システムのメモリはSPS が保護するシステム上で動作するアプリケーショ

ンに対してサイジングする必要があります。詳細については、  アプリケーショ

ン設定を参照してください。

ディスク容量

SPS Package Clusterに必要なディスク容量は次のとおりです。

/opt -約 100000～ 105000 (1024バイト )ディスクブロック (インストールするキ

ットに依存します)

/ -約 110000( 1024バイト )ディスクブロック

オプションのSPS リカバリソフトウェアの要件

次の表は、オプションのSPS リカバリソフトウェアのソフトウェア要件を示しています。

SPSが保護するアプリケーションに適用される追加の要件や制限については、 アプリケーション設定 を参照し

てください。

製品 要件

SPS Apache Web
Server Recovery Kit

Apache Web Server v2、v2.2、v2.4

SAP Recovery Kit SAP v7 Enhancement Package 1および2、SAP v7.1およびSAP v7.3

SPS NFS Server Recovery Kit v8.1

SPS Network Attached Storage Recovery Kit v8.1
SPS SAP DB / MaxDB
Recovery Kit

SAP MaxDB v7.5、v7.6、v7.7、v7.8

LifeKeeper v6以降のCore Package Cluster
SPS Postfix Recovery Kit Postfix ソフトウェアは、それぞれのサーバにサポートされた Linuxディストリビューショ

ンをインストールし、設定します。同じバージョンのPostfixが、それぞれのサーバにイ

ンストールされる必要があります。

LifeKeeper v6以降のCore Package Cluster
SPS Oracle
Recovery Kit

Oracle Standard EditionおよびEnterprise Edition v10g R2、v11g、v11g R2

Oracle Standard Edition One v10g R2、v11g、v11g R2
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オプションのSPS リカバリソフトウェアの要件

製品 要件

SPS DB2 Recovery
Kit

IBM DB2Universal Database v9、v9.5、v9.7、v10.1

IBM DB2 Enterprise Server Edition (ESE) v9、v9.5、v9.7、v10.1

IBM DB2Workgroup Server Edition (WSE) v9、v9.5、v9.7、v10.1

IBM DB2 Express Edition v9、v9.5、v9.7、v10.1

LifeKeeper v6以降のCore Package Cluster

SPS NFS Server Recovery Kit v5.1以降 (マルチパーティションを持つDB2 EEE
用およびDB2 ESE用のみ)

SPS MySQL
Recovery Kit

MySQLおよびMySQL Enterprise v5.1、v5.5および v5.6

SPS PostgreSQL
Recovery Kit

PostgreSQL v8.3、v8.4、v9、v9.1、v9.2

EnterpriseDB Postgres Plus Standard Server v8.4および v9

EnterpriseDB Postgres Plus Advanced Server v8.3、v8.4、v9.1および v9.2

EnterpriseDB Postgres Plus Solutions Pack v9.1および v9.2
SPS Sybase ASE
Recovery Kit

Sybase ASE 15.7

SPS Samba
Recovery Kit

サポート対象のLinuxディストリビューションに付属の標準 sambaファイルサービス

SPS NFS Server
Recovery Kit

Linux kernel version 2.6以降

NFS ServerおよびクライアントパッケージがSLESシステム上にインストールされてい

る必要があります。

SPS Network
Attached Storage
Recovery Kit

NFSサーバまたはNASデバイスv2、v3、v4からマウントされたNFSファイルシステ

ムのNFSバージョン

SPS Logical Volume
Manager (LVM)
Recovery Kit

Linux Logical Volume Manager (LVM)バージョン 1または 2のボリ

ュームグループおよび論理ボリューム

SPS Software RAID
(md) Recovery Kit

mdに基づくソフトウェアRAIDデバイス

注記 : MD Recovery Kitは、SteelEye DataKeeperと併用することはできません。

EMC PowerPath 2.6ベースのLinux カーネルおよびディストリビューション

PowerPath Kit v6.4.0-2：PowerPath for Linux v5.3またはそれ以降

PowerPath Kit v6.4.0-2以前 :PowerPath for Linux v4.4、v4.5、v5、v5.1

Red HatおよびSLESでは sg3_utils rpmが必要です (注記 : SLES 10のみ

scsi rpmが必要です。SLES 10を使用する場合は、PowerPath Kitを手動で依

存関係なしでインストールする必要があります)。

LifeKeeper v6以降のCore Package Cluster
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クライアントのプラットフォームとブラウザ

製品 要件

Device Mapper
Multipath (DMMP)

2.6ベースのLinux カーネルおよびディストリビューションmultipath tools 0.4.5以降

RedHatおよびSLESでは sg3_utils rpmが必要です。

Hitachi Dynamic Link
Manager Software (HDLM)

Hitachi Dynamic Link Manager SoftwareMultipath I/O Configurations and Linux
Distribution Requirementsを参照してください。

RedHatおよびSLESでは sg3_utils rpmが必要です。

NEC iStorage Storage
Path Savior (NECSPS)

iStorage StoragePathSavior for Linux v3.3以降

RHEL5
RHEL6

SPS driver package( RHEL4もしくはRHEL5)

Red HatおよびSLESでは sps-L、sps-S、sps-E、sg3_utils rpmが必要です。

LifeKeeper v6以降のCore Package Cluster
WebSphere MQリ

ソース

WebSphereMQ v6、v7、v7.1

注記 : このリカバリキットでは、同一サーバ上での複数バージョンのMQ (例 : MQ
Versions 7.0.1 Fix Pack 6と7.1)の実行をサポートしません。ただし、MQの単一イ

ンストール内での複数のキューマネージャの保護およびmqs.ini内のDataPath
パラメータの使用についてはサポートしています。

Quorum/Witness
Package

quorum/witnessモードのクラスタに参加するすべてのノード (witness
専用のノードを含む)には、Quorum/Witness Server Support
Package for SPS をインストールする必要があります。

HP StorageWorks
CLX

2台のHP XPディスクアレイ

HP StorageWorks XP RAID Manager

HP StorageWorks XP Cluster Extension

HP StorageWorks XP Continuous Access Software

SLES 10 SP3、SLES 11またはRedHat Enterprise Linux v5.4または v5.5

DeviceMapper Multipath (DMMP)

SPS DMMP Recovery Kit

LifeKeeper v7.2以降のCore Package Cluster

クライアントのプラットフォームとブラウザ

SPS webクライアントは、Java Runtime環境 ( JRE) 6をサポートするすべてのプラットフォームで動作します。現

在サポートされている設定は、Linux、Windows 2000、Windows Server 2003、Windows 2008 R2、Windows
XP、Windows 7、Windows Vista上のFirefox、 Internet ExplorerおよびChromeです。JRE 6が必要です。そ

の他の最近のプラットフォームやブラウザは SPS webクライアントで動作する可能性がありますが、SIOS
Technology Corpでは、それらの環境でのテストをしていません。
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インストールおよび構成

クラスタで、クライアントマシンの、hosts ファイルのすべてのホスト名とアドレスを明確にする必要があります(通常

は /etc/hostsまたはC:\windows\system32\drivers\etc\hostsにあります)。それは、クライアントの接続時間を

最小にし、 DNS停止時であっても接続することを可能とします。

インストールおよび構成

インストールおよび構成の詳しい情報については、SteelEye Protection Suite Installation Guideを参照してくだ

さい。

アップグレード

LifeKeeperは、LifeKeeper Version 7.5または Version 8からVersion 8.1.xにアップグレードすることができま

す。7.5または 8以外のバージョンからのアップグレードの場合、それまでのバージョンをアンインストール

し、SteelEye Protection Suite for Linuxを再インストールする必要があります。それまでのバージョンをアンインス

トールしないで、一度 7.5または 8にバージョンをアップグレードした後、8.1にアップグレードすることもできます。

ストレージとアダプタのオプション

共有ストレージ設定において SPSが現在サポートしているディスクアレイストレージモデルやアダプタ、およびそれ

らの認定の種類の一覧については、ストレージとアダプタのオプショントピックを参照してください。それらのアレイお

よびアダプタのドライババージョンやその他の設定要件の詳細については、ストレージとアダプタの設定トピックに

記載されています。

テクニカルノート

SPS環境に関連した構成および動作上の問題点についてテクニカルノートをお読みになることを強くお勧めし

ます。

pdkshの場所の変更

8.1より前のバージョンのSPSのセットアップスクリプトによってインストールされた pdkshの場所が移動されまし

た。pdkshは以前は /usr/bin/kshに置かれていました。現在は、/opt/LifeKeeper/bin/kshに置か

れています。SPSのセットアップによってインストールされた pdkshバージョンに依存する顧客の書いたスクリプト

(/usr/bin/ksh)はすべて、新しいパスに反映させるよう修正する必要があります。

既知の問題

SteelEye Protection Suite for Linuxテクニカルドキュメンテーションのトラブルシューティングセクションおよ

びDataKeeperトラブルシューティングセクションの既知の問題と制限を参照してください。
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